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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月16日(2020.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の主面と、前記第１の主面とは反対側にある第２の主面と、少なくとも２つのウェ
ブ縁部と、を有する基材を含む連続ウェブと、
　前記第１及び第２の主面の一方又は両方の上に、前記ウェブ縁部の一方又は両方に隣接
して配置された、１つ以上の離散的な量の接着剤と、
　を備え、
　前記基材は、複数回の回転において自身の上に巻回されており、
　各回転分は、１つ以上の接着剤ドットのストライプによって、次の回転分から実質的に
分離されて保持されている、物品。
【請求項２】
　前記離散的な量の接着剤は、それぞれがドーム形状を有する接着剤ドットを含む、請求
項１に記載の物品。
【請求項３】
　前記接着剤は、ガラス転移温度（Ｔｇ）が約２５℃以下である硬化インク組成物を含む
、請求項１に記載の物品。
【請求項４】
　前記硬化インク組成物は、１つ以上の感圧接着剤（ＰＳＡ）を含む、請求項３に記載の
物品。
【請求項５】
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　前記硬化インク組成物は、硬化性インク組成物を硬化することによって得られる、請求
項３に記載の物品。
【請求項６】
　前記硬化性インク組成物は、
　炭素数２～６のアルキル基を有する約５０～９９．８９重量部のヒドロキシアルキルア
クリレートと、
　ビニルモノマー、アクリレートモノマー及び（メタ）アクリレートモノマーのうちの１
つ以上を含む、約０～４９．８９重量部のエチレン性不飽和モノマーと、
　（メタ）アクリル官能基を有する約０．０１～５．０重量部の多官能性アクリレート又
はオリゴマーと、
　約０．１～１０重量部の光開始剤と、
　を含む、請求項５に記載の物品。
【請求項７】
　第１の主面と、前記第１の主面とは反対側にある第２の主面と、少なくとも２つのウェ
ブ縁部と、を有する基材を含む連続ウェブを準備することと、
　前記第１及び第２の主面の一方又は両方の上に、前記ウェブ縁部の一方又は両方に隣接
して硬化性インク組成物を離散的な量で供給することと、
　インク組成物を硬化させて、１つ以上の離散的な量の接着剤を形成することと、
　複数回の回転において前記基材をそれ自身の上に巻取ること、
　を含み、
　各回転分は、前記１つ以上の離散的な量の接着剤によって、次の回転分から実質的に分
離して保持される、巻取りウェブを形成する方法。
【請求項８】
　前記基材は、２Ｎ／ｃｍ以下の巻取り張力でロールツーロール工程で巻取られる、請求
項７に記載の方法。
【請求項９】
　感圧接着剤へとＵＶ硬化可能な物質からなるインクジェット印刷可能な組成物であって
、前記組成物は、
　炭素数２～６のアルキル基を有する約５０～９９．８９重量部のヒドロキシアルキルア
クリレートと、
　ビニルモノマー、アクリレートモノマー及び（メタ）アクリレートモノマーのうちの１
つ以上を含む、約０～４９．８９重量部のエチレン性不飽和モノマーと、
　（メタ）アクリル官能基を有する約０．０１～５．０重量部の多官能性アクリレート又
はオリゴマーと、
　約０．１～１０重量部の光開始剤と、
　を含み、前記組成物の粘度が、約１～５０ｍＰａ・ｓであり、前記組成物の表面張力が
、約２０～４０ｄｙｎ／ｃｍである、組成物。
【請求項１０】
　前記ヒドロキシアルキルアクリレートは、４－ヒドロキシブチルアクリレート（４－Ｈ
ＢＡ）を含む、請求項９に記載の組成物。
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